


大学は、学問を学ぶ所である。では、学問は何のため

に学ぶのであろうか。難しい学問を勉強してどんな意味

があるのだろうか。

あらゆる知識はその社会その時代の反映

ハンガリーの社会学者、カール・マンハイム（1893－

1947）は、「知識の存在拘束性（＝社会的被制約性）」と

いうことを主張した。あらゆる知識は、それを生み出し

た人が組み込まれている社会的存在（社会集団、階級、

世代、職業、宗派、社会過程、世界観、背後にある思考

の枠組みなど）によって制約され拘束される、と言うの

だ。日常人の生み出した知識はもとより、偉大な科学者

や哲学者が生み出した知識でも、彼がその中で育った社

会構造や時代の拘束を受けており、その意味で社会的時

代的制約の許にある視座的で局部的なものであり、絶対

的真理ではありえない、と主張するのだ。

あらゆる知識が、マンハイムの言うように、存在拘束

性を受けているのであれば、真なる知識というのは存在

しないことになる。事実マンハイムは、一切の知識（思

考）の存在拘束性を認める立場から、論敵者の思考のみ

ならず、自己が生み出した思考（知識）の存在拘束性を

も認め、自己の立場すら、虚偽性を含み込んでいて真な

る立場ではありえないことを容認している。そして、自

己の立場を絶対視する立場としてカール・マルクス（有

名な『資本論』の著者）の思想を批判しているのだ。こ

の見地からは、大学で学ぶさまざまな科学的・哲学的知

識も、社会的時代的な制約を受けて虚偽性を帯びたイデ

オロギーだということになる。こう考えると大学で学ぶ

とはどういうことかという疑問が浮かぶ。

「全体的総観」という広い視野を得る

実はマンハイムは、一方で、あらゆる知識（思考）を

存在によって拘束された視座的で局部的な見解だとしつ

つも、だからといって一切の知識・思考を一律に退けて

しまう相対主義は排除している。つまり、すべての知識・

思考の存在拘束性を主張しながらも、それぞれの思考・

知識に含まれる価値性・真理性を積極的に評価・判定し、

思考間の優劣の差を考えることの重要性を指摘している

のだ。一切の知識・思考が社会的時代的な制約の許にあ

るとしても、思考の間には価値性・真理性の観点から見

て優劣の差があるというのだ。そして、価値性・真理性

の最も高い知識・思考を「全体的総観」と名づけている。

全体的総観とは、あらゆる歴史的思考の存在拘束性を包

括的な立場から解明し、それらの思考を対決づけながら

相互関連的に総合することによって得られる思考のこと

だ。それは、局部的視座的な思考のうち、特定の歴史的

社会的時点において可能な最大の視野に立つ思考であり、

その歴史的社会的状況と相関的にではあるが、最高の真

理性をもつものである。われわれは、自己の立場の限定

性を認識し、自己を相対化すると同時に、みずからの部

分的な視野にとどまることなく、他の立場を通じて補完

することに開かれてあり、みずからの地平を拡大してい

くこと、いわば「自己相対化と自己拡張の運動」を求め

られているのだ。このように「動的」であることによっ

てのみ全体的総観に肉薄することができると、マンハイ

ムは力説する。

大学で学ぶことと読書の重要性

大学とは、受け身的に諸知識を受け取るだけの場では

ない。それらを対決づけて「全体的総観」に近づくため

の場なのだ。そして、この全体的総観に近づくことによっ

て広い視野でものごとを見ることのできる資質を身につ

けることこそ、「学ぶ」ことの根本的意味でもある。そ

の際読書が核になることを付け加えておく。

（参考文献：カール・マンハイム著，鈴木二郎訳『イデ

オロギーとユートピア』未來社，1968）
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何のために学ぶのか

（児童学部児童学科教授）
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図書館長

「これでも私はお姫様」
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さん（人間科学部児童学科４回生）
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リヨンの街の小さな本屋さん

リヨンの中心街ベルクール広場のまわりを歩いていた

とき、ウインドウに飾られた食べ物の絵本とステキなイ

ンテリアに惹かれて、小さな本屋さんに立ち寄った。中

に入ると、どうやら食べ物や料理に関する本ばかりそろ

えた専門書店らしい。店が小さく見えたのは間口が狭い

からで、奥行きは深く、案外スペースにはゆとりがある。

絵本も含めて置かれた本の数は多いが、本だけでなく、

ディスプレイされたおしゃれな調理用具や小物、エプロ

ンなども買えるようだ。本棚の向こうにはワークショッ

プを開いていたのか、女性たち10人くらいがいすにかけ

て和やかに談笑している。ほらあなに似た奥の小部屋は

児童書コーナーであろう。子どもがそこにある絵本を見

たり、遊んでいるのが見える。つきあたりにはキッチン

スタジオが設けられて、お料理教室やパーティが開ける

ようになっていた。心地よいインテリアが落ち着ける雰

囲気をつくりだしている。

偶然立ち寄ったこの本屋さんのありようは、私にも興

味深く楽しいものであった。お料理好きな人、食べ物に

関心のある人にとっては何度でも通いたくなる本屋さん

に違いない。日本でも、このように本の種類や客層に的

を絞った専門書店が増えていると聞いていたが、この店

のレペルはかなり高いといえよう。

大阪にある「住まいのライブラリー」

図書館の場合も、このように専門に特化した小規模な

図書館（室）が各地に増えつつある。たとえば、インテ

リア・住まい・まちづくり分野では、大阪市立住まい情

報センターに設けられた「住まいのライブラリー」（図

参照）や、特定非営利活動法人が運営する「西山卯
う

三
ぞう

記

念すまい・まちづくり文庫」などがあげられよう。

住まい情報センターは、住宅を借りたい、買いたい、

勉強したい人に、必ず何らかの情報の手がかりが得られ

るワンストップサービスを目指して創設されたものであ

る。「住まいのライブラリー」には関連書籍が、専門書

から雑誌、ミニコミ誌、企業広報誌、小説・随筆、絵本

まで幅広く取りそろえられている。畳コーナーも用意さ

れ、子どもたちがそこで絵本を広げている風景がほほえ

ましい。

専門図書館の魅力と役割

住まいを勉強するにはまず暮らしの検討が欠かせない。

日常生活の実態から福祉、医療保健、環境、文化、政策

などカバーする範囲は幅広い。工学、生活科学、社会科

学、芸術など、多領域の専門分野にまたがっている。大

型図書館であちこちに分散された本を探す苦労はだれも

経験することである。特に、学生の皆さんにとって、小

規模でもこのように情報が凝縮された専門図書館の存在

は、学習の視野を広げてくれるよい機会となるのではな

いだろうか。講演会やワークショップ、研究会などのイ

ベントも魅力的で、まさに専門性を活かしたメリットと

いえる。

皆さんもぜひ興味ある分野の専門図書館を探し、訪ね

てみてはいかが。

一
いち

棟
むね

宏子
ひろ こ

専門図書館を
訪ねてみませんか

学芸学部インテリアデザイン学科
教授



Ann Mayeda
DepartmentofEnglishandAmericanLiterature

ThereisnotsuchacradleofdemocracyupontheearthastheFreePublicLibrary,thisrepublic
ofletters,whereneitherrank,office,norwealthreceivestheslightestconsideration.

―AndrewCarnegie

TheabovequoteisplacedprominentlyonthefourthfloorwalloftheSeattleCentralLibrary,andafter
averyinformativeguidedtourofthefacility,Ifoundittobequitetruetothesewords.

Thislibraryisoneofthe27inthepubliclibrarysystem andislocatedintheheartofdowntownSeattle,
Washington. DesignedbyDutcharchitect,Rem Koolhaas,thisglassandsteelstructurecamewitha
pricetagof$165.5millionandopenedin2004,corrallingmorethan8,000visitorsadayinitsfirst
year.

The11-levelstructuresportsacontemporarylookandfeelthatisinnovativeinbothform andfunction.
Thelibrary'stotalareasprawls362,987squarefeetofwhichonly32percentisdevotedtobooksand
materials-itisalsoadministrativecenter,book-sortingcenterandciviccenterwithauditorium and
meetingrooms.Designedwithgrowthinmind,ithasacapacityformorethan1.45millionbooksand
materialsandcurrentlyhouses1millionitemson9,906shelves.

Inanattempttoreshufflehow librarieshouseinformation,allthebooksmovearoundthebuildingin
ahigh-techbook-handlingsystem thatoperatesforthemostpartoutofpublicview. Allnonfiction
librariansaregatheredinacentral"mixingchamber"orplatform onLevel5,connectedbybothsight
andintercoms. Theseinformationguardsguidepatronstothe"spiralofbooks-agentlyinclined
unbrokenfloorthatclimbsandclimbsfrom Levels6through9,andemphasizestheunityofknowledge.
Italsocutsthesearchtimeforabookinhalf.

Whenplanningthelibrary,thedesignersanticipatedthefutureasnotoneofascarcityofinformation
thatlibrarieshavetraditionallyaddressedbysharingbooks;rather,itwasandistheover-abundanceof
informationbroughtonbytheInternet.Patronswouldneedhelpsortingthroughthe100,000hitstheir
searchenginesmightreturn.ThustheCentralLibraryisfundamentallydesigned-inbothitspublicand
staffspaces-tomeettheInformationAgeofthe21stcentury. Thebuildingcurrentlyhouses400
computersforpublicuse,iswirelessInternetreadyandequippedwithstationsforlaptopplug-inaccess.

TheLibraryEqualAccessProgram (LEAP)helpsmaketheCentralLibraryanequallyaccessibleresource
forpeoplewithdisabilitiesand/orspecialneeds.Theprogram offersadaptiveequipment,materialsin
accessibleformatsandlibraryservicesforpatronswhoarevisuallyimpaired,hearingimpairedorhave
otherspecialneeds.

IntheUS,librarieshavenow becomeplaceswherethepublicexpectsfreeInternetaccessandtraining
onhowtouseit;24-hourresearchassistance;theabilitytoaccessmaterialssuchastheOxfordEnglish
Dictionaryfrom ahomecomputer;onlinecardcatalogsthatofferphotos,reviewsandotherinformation
oncemorecommontocommercialsites.Whileprintedmaterialsstillmakeup66percentofthelibrary
materialsbudget,moreandmoreinformationisnow availableonlyinelectronicform. TheCentral
Libraryhasbeenabletoadaptandaccommodatethischangingdynamicandispavingthewayforother
librariesnationwide.

And lastly,fora city known forits coffee history (home to
Starbucks,Tully's and SBC)and eco-friendly policies,one can
understandwhyliddeddrinksareallowedinsidethelibraryand
whytheparkinggarageisequippedwithchargingstationsforhy-
bridelectriccars.

SowhileCarnegiereferredtorank,officeandwealthashavingno
consideration in apubliclibrary,whatisnoteworthyaboutthis
libraryisthatittrulylevelstheplayingfieldbynotonlyproviding
equalaccessbutthelatest,state-of-the-artaccesstoinformation
andtechnology.That,inmyopinion,isaverymeanfeat.
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SeattlePublicLibrary

海外図書館事情

アン･マエダ学芸学部英米文学科講師



5

【要約】

シアトル公立中央図書館は、2004年、市内の27の公立図書館の要としてダウンタウン中心部に開設された。オランダ

の建築家レム・コールハースの設計で、ユニークな建築デザインとともに、従来の図書館のイメージを超えた革新的な

コンセプトをもち、初年度には１日約8,000人が訪れたという。

この図書館に収蔵された書籍･資料は現在100万件（145万件収容可能）、床面積の約１／３を占めている。残りのスペー

スは管理部門をはじめ、書籍分類センター、講堂、会議室、市民センターが併設され、多目的に利用されている。従来

の図書館ともっとも違うところは、日本の図書館で言えばレファレンスデスク＋閲覧室（読書用の机と椅子が並んでい

る）に代わるスペースとして、"mixingchamber"というフロアがこの図書館にあるところである。この部屋には100

台を越えるコンピュータが設置され、訪問者は図書館に収蔵されている資料検索および閲覧だけでなく、インターネッ

トによる情報検索に関しても専門の図書館司書の助けを受けながら行うことができる。

情報化社会の現代は、過剰な情報にどう対処するかが重要な課題である。現在、アメリカの公立図書館は一般の人が

無料でインターネットにアクセスでき、情報処理法を学ぶ場として、また、自宅から図書館を介して辞書やオンライン

カードカタログが利用できる等、24時間の支援体制をとっている。この図書館でも全体でコンピュータを400台設置、

他にノートパソコンに接続できるステーションもある。

特筆すべきは、図書館平等アクセスプログラム（LEAP）である。視聴覚等に障害があり、特別なニーズを持つ人に

も、平等に図書館を利用できる設備環境とサービスを提供している。なお、シアトルはコーヒーと環境にやさしい都市

として知られているが、蓋つきコーヒー容器持込みOKや電気自動車の充電ステーション設置など、この地域ならでは

の特徴が活かされている。

４階にはＡ.カーネギーの「階級、役職、富を少しも考慮しない自由な公共図書館こそが、この地に民主主義を育む

ゆりかごとなる」という言葉が掲げられているが、まさにこの図書館のあり方を示しているといえよう。

（学芸学部インテリアデザイン学科教授 一棟
いちむね

宏子
ひろこ

）

シアトル公立中央図書館
（11階建 33,721㎡、総工費１億6550万ドル、
レム・コールハース設計）

図書館内部のようす
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「命の大切さ」は叫ばれているが

現代の日本は、そこかしこで「命の大切さ」が叫ば

れる世の中である。「命は大切なもの」であることが

「常識」の世の中である。「大切な命」は奪ってはいけ

ない。だから、殺人はいけないことだ、戦争はいけな

いことだ。それが現代の日本の常識で、だからこそ日

本は平和な世の中なのだと思い込んではいないだろう

か。しかし、毎日の新聞の紙面やテレビのニュースか

ら、国内で起きた理不尽な死の事件が消える日はない。

事件が起きる度に「命の大切さ」が叫ばれ、叫ばれて

いる傍からまた事件は起きる。

現代の日本の常識は極端に偏っているのではない

か？

本書の、死をタブー視する日本社会の一面を示す文

章を読んで、そんな疑問が浮んだ。

本書には、新聞社ならではの切り口で、様々な角度

から死と直面する人々が取り上げられる。教育現場で

「死を通して生を考える教育」にあたる教諭、JR福知

山脱線事故の遺族と遺族係（加害企業側）、刑務官と

死刑囚と死刑「存続論」「廃止論」に揺らぐ遺族、「延

命」と「尊厳死」に揺らぐ医師と患者と患者家族、葬

儀業者、イラク戦争での難民と米兵等々。

「豊かな国」で病んでいく人々

「死の重さ」を知らなければ、「生の重さ」だけを

見つめてみても、真に「命の重さ」を感じることはで

きない。それが現代の日本の実態ではないだろうか。

「戦争を放棄した国」に待ち受けられていた落し穴と

もいうべき問題なのかもしれない。生と死は「対極」

ではなく「対」のものとして考えなければならない。

「 豊富な食料、膨大なエネルギー、高い教育、優

れた技術……すべてがあるのに、そこで暮らす人間た

ちはどんどん病んでいくばかりだ。……何がそこまで

お前たちを蝕
むしば

むのか。……」（五條
ごじょう

瑛
あきら

『心洞
しんどう

〈Open

Sesame〉』（双葉社、2003年）より）

現代の日本人に投げかけられた、こんな台詞がある。

本書を読んで、改めてこの台詞を噛み締めた。

産経新聞大阪社会部『「死」の教科書～なぜ人を殺して

はいけないか～』（扶桑社新書、2007年）より

現代の日本で「生きる」ということ

（学芸学部国文学科３回生）

南
みな

川
がわ

仁
ひと

美
み

「今日は、ここまで」

山 本 恵 未さん（人間科学部児童学科４回生）
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古文書の目録整理と解説

本書は大阪樟蔭女子大学図書館所蔵の古

文書綿
わた

屋
や

七右衛門
し ち え も ん

家文書の目録に解説と史

料紹介を加えたものです。

この古文書は1999年に図書館が購入した

もので、未整理の状態だったので、私が研

究室に借り出して、１点ずつ中性紙封筒に

いれ、作成年月日・表題・内容・作成者・

宛名･形態・数量などを記入して整理しま

した。それを所蔵状態を反映した文書目録

と作成年月順に並べた編年目録にまとめま

した。史料目録としては、文書の性格や内

容によって分類し、配列する方法もありま

すが、この古文書は総数108点と少ないの

で、上記の方法をとりました。この整理と

目録作成、解読に約３年かかりました。こ

の間、公開講座「近世古文書を読む」でテ

キストに採用し、２年間に約60点の史料を

解読しました。受講者の熱心な質問やご意

見により、解読を深めることができました。

また「史料講読」の授業で、学生諸君に整

理作業を手伝ってもらい、テキストにもし

ました。

目録の作成にはパソコンのエクセルを活

用しました。このソフトは史料目録の一覧

表作成に適しているとともに、印刷原稿の

版下やデーターベースにも応用できます。

また作成年月に西暦の数字を加えることで、

編年目録を容易に作成することができまし

た。ただプリントアウトすると、各セルの

文字列の末尾が印刷されないことがあり、

気をつかいました。また文書作成者の押印

を印○印か印□印で示そうとしましたが、印□印

をセルに入力できず、□で示すことにせざ

るをえませんでした。これらは印刷所の方

に色々と助けてもらいました。

綿屋七右衛門の商家の歴史

史料目録の対象は、大坂三郷
おおさかさんごう

南組岩
いわ

田
た

町
まち

の綿屋七右衛門家です。この家は中村姓、

屋号が綿屋で、七右衛門を名のった時期が

多いようです。岩田町に店舗をかねた屋敷

を持ち、古綿・夜
よ

着
ぎ

･蒲団などを扱う問屋

でした。他に数軒の家
か

作
さく

を持ち、金融も行っ

ていました。108点の文書は天明期（1781

年以降）から明治中期（1897年まで）にわ

たりますが、天保・弘化・嘉永期（1830年

～1853年）のものが多く、近世後期の大坂

の商家の経営や生活を伝えています。冊子

は横帳３冊で、幕末期の勘定帳です。家屋

敷の売買証文が６点ほどあり、家作を集め

る過程がわかります。奉公人請状が７点あ

り、他に乳母奉公人請状
うけじょう

１点と古綿商売見

習の一札が２点あります。証文の中では借

用証文が多く、取引先が商品の代金を借用

する例もみられます。取引相手は、大坂の

他、中国・四国・九州におよんでいます。

明治期の文書が６点あり、同家の明治期の

状況を知ることができます。

安産の「岩田帯」の発祥の地

なお岩田町は現在大阪市中央区東清水町

にあたり、島
しま

之
の

内
うち

の心斎橋筋から東にはいっ

た所です。近世でも商家が軒をならべた街

でした。岩田町には岩田地蔵があり、安産・

子育てのご利益があるので、岩田町には腹

帯を売る店が数軒あり、ここから腹
ふく

帯
たい

を

「岩田帯」と呼んだということです。

本書には、10点の史料を選び、写真と解読

文を載せました。この文書の一端を知って

頂けるとともに、近世文書解読のテキスト

にもなります。本書が活用され、また古文

書自体が閲覧されることを期待しています。

（大阪樟蔭女子大学地域文化センター、

2008年３月５日発行、B５判42ページ）

自
著
を
語
る

�

『大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
図
書
館
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蔵
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南
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田
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門
家
文
書
目
録
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和装から洋装への変容

｢自著を語る｣のコーナーでお話するのは、

すこし気恥ずかしいのですが、せっかくい

ただいた機会ですから、久しぶりに２冊の

本をふりかえってみたいとおもいます。こ

の２冊では、明治元年（1868年）以降、約

100年間の近代を生きた人々の ｢身装－身

体や装い｣のことについて述べています。

この期間は和装と洋装が競い合い、日本人

の衣生活がダイナミックにいろいろな変容

を遂げた期間でした。変容の基本は西洋化

ということなのですが、現在のみなさんの

洋装生活が日本に定着するのは、厳しく見

積もって1960年代の後半だと思います。

皆さんは、｢サザエさん｣の漫画をご存知

でしょう。サザエさんのお父さんは会社か

らもどると和服に着がえます。これはまだ

洋装が日本人の衣生活に定着しているとは

いえない状態です。結局、明治維新以降、

約100年かかって、現在のみなさんの衣生

活の基礎が築かれたのです。

新聞連載小説の挿絵に

教えられて

2005年版の『近代日本の身装文化』は、

身装の基本資料－写真や挿絵などの分析が

柱となっています。この本を書くにあたっ

て、自分で「万歳！」と叫んでしまったの

は、いままで身装の資料としては顧みられ

ていなかった、当時人気の高かった新聞連

載小説の挿絵の重要性を発見したことです。

いつ頃から引き裾（現在の和服のおはしょ

りは、昔は外に出るときだけで、家のなか

では裾を引いていました。別にお姫様だけ

が裾を引いていたわけではないのです。）

がなくなっていく

のか、とか、

写真では残

されることの

ほとんどなかっ

た男女の下着

の様子とか、あ

るいは、いつ頃

からシーツが日

本で普及し出す

のか、といった

ことがわかりま

す。時代劇をみ

ていただくとわ

かるのですが、人

はお布団の上に直

接寝ていますね。

シーツも、西洋的な

清潔感の影響をうけ

た変容のひとつなの

です。

また、身体的な変容

も挿絵は語ってくれて

います。この100年間の

うちで、女性の身体について大きく目立っ

て変ったことは、戸外に出る機会が多くな

る大正（1912～1926）時代以降、姿勢がよ

くなっていくこと、さらには小説の美しい

ヒロインの顔がきつね目、おちょぼ口の浮

世絵様式から、パッチリとした大きな目と

表情豊かな顔つきに変化していくことです。

人の身体でさえ、その時々の文化の影響を

受けるのだということが、挿絵からよくわ

かります。

人の行動に見る慣習と

身装とのつながり

2007年版の『近代日本の身装文化』は年

表形式ですが、新聞記事のデータが中心を

占めています。ひとつの例をあげましょう。

皆さんは日本映画に最初キスシーンが登場

するのは戦後の1946年、松竹映画「はたち

の青春」という“歴史”をどこかで読んだ

ことがありませんか（たとえば『戦後史大

事典』三省堂 1991年）。ところが新聞記事

を丹念に見ていると、なんと戦時中の1939

年でさえ、内務省の検閲で年間に16本の日

本映画のキスシーンがカットされていたと

いう大発見がありました［報知新聞 1939

年３月17日３面］。キスシーンも、身装の

文化変容のステップを身体的に示す重要な

要素のひとつです。

以上のように、私のめざしている身体と

装いに関する研究とは、人の着る衣服と、

衣服を着る人の心とを等価値に考え、また、

人をとりまく情景や文化的環境までをも視

野にいれています。このような意味をこめ

ての「身装」が私の研究テーマです。

自自
著著
をを
語語
るる

��

『『近近
代代
日日
本本
のの
身身
装装
文文
化化

――
身身
体体
とと
装装
いい
のの
文文
化化
変変
容容
』』
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三三
元元
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００
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年年
））

『『年年
表表
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日日
本本
のの
身身
装装
文文
化化
』』

（（
三三
元元
社社

２２
００
００
７７
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））
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読み、

読書は至福の時間

何をというわけではないが、本に囲まれた状態がけっ

こう気に入っている。それは図書館であったり、古本

屋であったりするわけだが、背表紙を眺めながら気に

なる本を抜き出して読んでみる。また、適当に本や雑

誌を積み上げた部屋で、寝そべりながらパラパラとペー

ジを繰り、読むというより眺めてみる。時として、本

を枕に眠ってしまうこともある。仕事がひと段落つい

ておちついたときにやってみる。至福の時間である。

次から次へとやらなければならないことが降りかかっ

てきて、なかなか得がたい時間だが、頭の中で想像し

ては慰めている。これを仕上げたら、……。

しかし、現実はパソコンの前でシコシコとこの原稿

を書いているわけである。

さて、皆さんもパソコンの前で作業をすることが多

いと思う。最近では、図書館に走るよりも、ネットで

検索するほうが先であろう。電子化された情報がイン

ターネット上に集められている。Googleなどは、こ

れらの膨大な情報をデータベース化し、利用できるよ

うに様々な試みをし、実現している。

目録カ－ドが消えてOPACへ

図書館から、目録カードが消えて久しい。学生の頃、

書名順や著者名順のカードを繰りながらさがしたもの

である。うろ覚えの書名でなかなか見つからず苦労し

たこともあった。しかたなく十進分類から見当をつけ

たあたりでさがすこともあった。専門の学術雑誌も図

書館に到着するのを待って読んでいた。より新しい情

報はプレプリント（タイプ印刷され右端がでこぼこ）

として、こちらは研究室へ送られてきた。

今では、O.P.A.C.システムが取って代わったため、

書名の一部やキーワードからも資料をさがせる。また、

辞書や事典のたぐいも、多くは電子化されており、電

子辞書というコンパクトに持ち運び可能な形にまでなっ

ている。格段に効率がよくなっている。

専門の学術雑誌は、少なくとも自然科学の分野では

電子化されているものが多い。もちろん冊子体での出

版もされているが、同時に電子化されている。プレプ

リントという形でもそうであったが、今はメールなど

で論文の内容は世界に流され、雑誌として印刷される

ころには既に古いデータであり、あくまで研究業績の

記録という意味しかないようである。

私の専門の宇宙物理学ではADS（TheSAO/NASA

AstrophysicsDataSystem）と呼ばれるデータベー

スがあり、最新の研究も含めた論文の検索ができる。

全文を参照できるものもあり、少なくともAbstractは

閲覧できる。

電子デ－タ読書は読んでいる実感がない

さて、残るのは書籍そのものである。O.P.A.C.シ

ステムで調べた書籍データにアクセスすると、今度は

電子データで閲覧できるようになるのだろうか。そう

すれば、本を探して図書館へ足を運ぶ必要がなくなる。

実際に、著作権フリーのものは、電子テキスト化され

利用できるようになってきている。グーテンベルグ計

画や青空文庫という名前を聞いたことがあるだろう。

電子データで購入できる（ペーパーレス）販売システ

ムも見られるようになった。著作権などの処理を済ま

せた電子データでの貸し出しシステムもできるかもし

れない。書籍も無くなっていくのか。そして、電子デー

タのみとなれば図書館はどのような形になるのだろう

か。

個人的には、あの本の独特の香りと紙の手触りは捨

てがたく、読んでいる実感がある。モニターで見ると

頼りなく感じ、やはり印刷して読むことが多い。

図図書書館館かからら本本がが消消ええるる??

図図書書館館がが消消ええるる??

短期大学部キャリアデザイン学科教授 門 正 博
もん・まさひろ
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話すこと

司
し

馬
ば

遼太郎
りょうたろう

先生は「十六の話」に「なによりも国語」

という文章を書かれている。要約すると、国語力を養

う基本は「文章語にして語れ」ということになる。

単語だけで意志が通じあう環境では、国語力は育た

ない。生活用語は四、五百語といわれており、生涯、

四、五百語で、それも単語のやり取りですごすことが

できる。しかし、その人の精神生活は、遠い狩猟・採

集の時代と少しもかわらない。これでは言語によって、

「感動すること」もなく、「叡
えい

智
ち

を触発されること」もな

く、「人間以上の超越世界を感じること」もなく、「知

的昂
こう

揚
よう

を感ずること」もなく、「愛を感ずること」も

なく、まして「古今東西の古人と語らうこと」もない。

さらに、「ながいセンテンスをきっちり言えるようにな

らなければ、大人になって、ひとの話をきけず、何をいっ

ているのかもわからず、そのために生涯のつまずきを

することも多い。」と記述している。そうならないよう

に（決してペチャクチャうるさいだけの「大阪のオバ

ちゃん」になって欲しくないので）、この駄文を参考に

して大学生活を送っていただけば幸いと考える。

読むこと（Ⅰ）：多読

さて、具体的にどうすれば、「文章語」にして語れ

るようになるのか？

頭の中に言葉を入れる作業をしないと出てこないの

で、とにかく「多読」することである。電車内ではメー

ルやゲームをするのではなく、読書をする習慣をつけ

る。そうするとポケットに「文庫本」がないと落ち着

かなくなり、また自然と待ち合わせ場所は「ジュンク

堂」か「紀伊國屋書店」などの書店になる。

では、何を読むのか？

とにかく、「友人のすすめ」あるいは最近では「本

屋大賞（全国書店員が選んだ いちばん！売りたい本）」

などを参考にして、他人がすすめる本から読むのが良

い。私も友人のすすめで、初めて読んだ本は北
きた

杜
もり

夫
お

の

『船乗りクプクプの冒険』であった。

そしてお気に入りの作家に出会ったら、次はその作

家のシリーズものを読む。

筆者がたどった読書歴は、まず北杜夫の『どくとる

マンボウシリーズ』（『青春記』『航海記』など）（『楡
にれ

家の人びと』も良かった）、遠藤周作の『狐
こ

狸
り

庵
あん

先生』

シリーズ（『黒ん坊』も良かった）、畑
はた

正憲
まさのり

の『ムツゴ

ロウシリーズ』（『青春記』『結婚記』）（『どんべえ物語』

も良かった）、庄司薫
しょうじかおる

の『赤頭巾ちゃん気をつけて』、

『もう狼なんかこわくない』、『白鳥の歌なんか聞こえ

ない』、柴田翔の『されど、われらが日々－』、『贈る

言葉』、辻邦夫の『背教者ユリアヌス』）（文中に傍線

を引いてしまった！）、開高健
かいこうたけし

『日本三文オペラ』（も

良かった）、大江健三郎の『飼育』（難解だが）、渡辺

淳一の自叙伝の『白夜』（は良かった）、山岡壮八の当

然定番の『徳川家康』など歴史小説、花村
はなむら

萬月
まんげつ

（すご

い！）、海堂尊
かいどうたける

（本の表紙の色が黄、青、赤、黒、緑

色になっていてオモシロイ）、久坂部
く さ か べ

羊
よう

の『廃用身
はいようしん

』、

『破裂』、『無痛』などである。

読むこと（II）：論理的思考力

しかし、「ただ、読むだけ」ではダメである。次の

段階の話としては、「論理的思考力」を身につけなけ

ればならない。手っ取り早く、「起承転結」の論理的

思考力を身につける方法のひとつに、「天声人語」あ

るいは「社説」を読むことがある。

ある高校の新任の先生がテニス部の顧問になって、

部員にさせたことが、「天声人語」の模写である。初

めは部員たちは猛反発したが、模写することで、「集

中力」、「論理的（起承転結）思考力」、「根気」が養われ、

みるみるチームの実力がアップして歴戦連勝となった

とのことである。筆者も「常識（漢字力）」、「教養（時

事問題）」を養う意味で、卒業ゼミ生に模写の宿題を

課している。毎日15分間あればこれらの力が身につく

のである。無理なく、簡単にできることが継続する上

での必要条件である。継続は力なり。

書くこと

私がすごしてきた「医学教育界」では、「診療（医療）」、

「教育」、「研究」を日常業務の「３本柱」にし、忙しい毎

日をすごしている。この世界では、発表する人は「きっ

ちりしている」とされ、さらに、論文など文章を書く

人は「信頼できる」とされている。話すことと書くこと

はレベルが違う、いやラベル（次元）が違うのである。

読読みみ、、書書きき、、話話すすこことと

大学院人間科学研究科人間栄養学専攻教授 山 東 勤 弥
さんどう・きんや
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当世

この文章は、2008年11月に執筆したものです。みな

さんがこの文章を目にするころには、「そういえば、

そんなのが流行ったなぁ」となっているでしょう。

さて、このダイエットは、mixi
ミクシィ

のあるコミュニティー

を発祥とし、テレビで取り上げられ、一躍注目の的に

なりました。書店のダイエット本コーナーでは、この

コミュニティー運営者が書いた本や、某昼の番組から

出版された類似本が山積みにされていました。また、

スーパーでバナナが売り切れたことがニュースになり

ました。一般の方は医学的根拠があるダイエットと捉

え、実践されたかもしれません。しかしながら、本書

に記載された医学的知識が、それこそ、“おもいッき

りイイ!!”間違っていました。

本書は巧妙に書かれており、＜ニセ科学・トンデモ

科学＞や怪しげなダイエット食品の広告に共通する

“読者を勘違いさせる仕掛け”が随所に見受けられま

した。序文に“医学的根拠に基づいた”ダイエットで

あると勘違いさせる仕掛けが二つあります。これを解

説することで、みなさんがこの手のものに騙されない

ようになってほしいと思います。

Point１

本書では、「長年研究してきた予防医学」から編み

出したということが強調されていました。この一文で、

「現代医学的根拠に基づいているんだぁ～」と考えて

しまうでしょう。しかしながら、本文中に、この予防

医学についての詳しい記述が見当たりませんでした。

全体の印象から察すると、民間療法やアユルヴェーダ

（古代インドの民間療法）のことを指しているようで

す。つまり、現代医学とは別物であることをはっきり

記述せずに、“医学”という言葉の響きで、現代医学

的根拠に基づいていると錯覚させています。

Point２

専門知識がない方に説明するため「専門用語を最大

限使わないように…)」と本文中に出てきます。この

コトバは魔法のコトバです。みなさんは、何が魔法な

のかわかりますか？

専門用語を使用しないからといって、その根拠を詳

しく説明しなくても良いはずがありません。そこで、

本書では《医学的根拠に基づいた説明ができない＝専

門用語を使用しない＝簡単に説明するために根拠を詳

述しない》といったすり替えを行なっているのです。

そして、読者の受け取り方は《専門用語を使用しない＝

簡単に説明するために根拠を詳述しない＝医学的根拠

に基づいた説明は無いが、医学的根拠に基づいた事実

である》にすり替わってしまうわけです。その結果、

医学的根拠に基づいた説明が無いにもかかわらず、書

かれたことを事実として読者が勝手に受け取ってしま

うのです。

賢明な読者のみなさんは、もうお分かりだと思いま

す。本やテレビで言っているからといって、事実であ

るとは限らないのです。論理的に矛盾が無いことをみ

なさん自身が批判的に検証し、理解・納得した上で、

事実か否かの判断を下す必要があるのです。最後に、

このような＜ニセ科学・トンデモ科学＞に騙されない

ための書籍を紹介して終わりにしたいと思います。

参考文献

１）阿刀田高 著『詭
き

弁
べん

の話術』（角川文庫）1993年

２）池内了 著『疑似科学入門』（岩波新書）2008年

３）高橋久仁子 著『「食べもの情報」ウソ・ホント』

（講談社BLUEBACKS）1998年

４）高橋久仁子 著『「食べもの神話」の落とし穴』

（講談社BLUEBACKS）2003年

みみななささんん、、『『朝朝ババナナナナダダイイ

エエッットト』』をを続続けけてていいまますすかか??

学芸学部食物栄養学科准教授 木 村 雅 浩
きむら・まさひろ



現代の二宮尊徳

とある秋の一日、自転車に乗ったまま、漫画雑誌に

読みふける少年を目撃した。高速道路を併走するトラッ

クの運転手が、ハンドルにさしかけた漫画本に目を走

らせている姿を見かけたこともある。現代の二宮尊徳

たちは、軽やかに銀輪を漕ぎ、大型車を悠然と操りな

がら読書にいそしむ。はたまた、電車の中ではてんで

にケータイに見入る老若男女の姿が、今や化粧や食事

をしのいでありふれた光景となって久しい。見入られ

たコンテンツがメールであれ、ケータイ小説であれ読

書に変わりないとすれば、その情熱には頭が下がろう

というものだ。現代の二宮尊徳たちは、時と所をかま

わず読み散らす。これもそれもＩＴ技術の恩寵
おんちょう

と思え

ば、再び頭も下がろうというものだ。

いつでもどこでも読める。デジタル・ネイティブ世

代の読書の流儀にいちゃもんをつけても詮無いが、そ

んなにまでして読みたいものか、と訊いてみたい気に

はなる。いつでもどこでも読める、という便利と自由

は、野暮で無粋なスノブ（俗物）好みの自由ではない

か。

かくいう私も、告白すれば、バッグに忍ばせたＩＣ

辞書の恩恵にあずかって年季が経つ。掛け値なしに便

利だ。わが国の国語辞典の金字塔、『日本国語大辞典』

（精選版）入りまで現れて、いよいよ、時、所かまわず

ＩＣ辞書を引く、その習慣に強迫観念的な衝迫まで伴

いだしたのは幸なのか不幸なのか。ともあれ、かくま

でお世話になっているＩＣ辞書へ、お礼とオマージュ

（賛辞）合わせたキャッチコピー「行動する知性の必携

アイテム」を捧げたい。

参照型の読書と鑑賞型の読書

辞書や百科事典を引く。一冊の本の必要な部分だけ

を読む。このような参照型の読書には、ケータイ、モ

バイル、パソコンなどのIT機器こそふさわしい。

一冊の本とじっくり取り組む。フィクションに限ら

ないが、フィクションにとりわけ当てはまる鑑賞型の

読書なら、紙の本に限る。活字で育った世代にはいま

さらのことだが、紙の本をめぐる状況は予断を許さな

い。

ごつごつした感じの活字よりドット文字の方が読み

やすいとノタモウたディジタル・ネイティブ世代、電

子ペーパー、紙の本を模した電子ブックリーダーなど

の登場、最初からディジタル化されている（ボーン・

ディジタル）現行の本のみならず、過去の膨大な知的

遺産をもターゲットにしたディジタル化の激浪（グー

グル、マイクロソフトなどのIT陣営が、世界有数の

大図書館を巻き込んで推進するディジタル化プロジェ

クト、日本の国会図書館はじめ各国の国立図書館やEU

のディジタル図書館）など、官民挙げてのディジタル

化の動きは紙の本の絶滅危惧種化、あるいは工芸品化

が決して架空の話ではない状況の予兆である。

コデックス（綴じた本）と

スクロ－ル（巻物）

紙の本は著者の創造した世界が文字通り綴じこめら

れている。（書物史的にいえば、5世紀に完成したコデッ

クス－「綴じた本」を継承する紙の本に対し、ディジ

タルの本は、画面をスクロールすることに象徴的な、

コデックス以前の巻物－「スクロール」の暗
あん

喩
ゆ

を秘め

ている。） 擬似的世界体験としての読書にどちらがふ

さわしいか、は自明に属しよう。さらに 。

読書は、物理的、状況的に、いつでもどこでも自由

に読めればいいというものでもない。学生時代、卒論

に追われる状況下、こんな本を読んでいる場合じゃな

い、という禁断のささやきに抗しながら、卒論とは関

係のない本を濫
らん

読
どく

した時期がもっとも充実した読書体

験だった。読み終えた直後の昂
こう

揚
よう

感と、世界の微妙な

変容感を今もなつかしく思い出す。

当当世世読読書書考考
教養教育センター教授 歌 野 博

うたの・ひろし
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私は小阪キャンパスに通い続けて、もう５年目にな

る。しかし、図書館で過ごした時間はほんの少ししか

ない。恥ずかしながら大学生活４年間で図書を借りた

回数など両手の指で数えても余るくらいの少なさで、

図書館を利用すると言っても試験前に自習を行うこと

がほとんどであった。

大学院に入り図書館利用が増える

こんな私が今年、大学院に入学してからよく図書館

へ足を運ぶようになった。その理由は修士論文を作成

するにあたり、多くの文献を読まなければならない状

況になったからである。もともと文章を読むのが好き

な方ではなかった私にとって、それは苦痛の始まりと

しか思っていなかった。ところが、いざ取りかかって

みると自分と同じような研究テーマでも研究者によっ

てアプローチの仕方が異なり、それぞれが興味深い結

果を生み出していることに気付いた時、より研究に対

する意欲が高まるという大収穫を得ることができた。

そして、最近では修士論文のための文献に限らず、よ

り多くの図書に出逢うために読書の時間を設けたりす

るようになった。この変化には私自身も驚きである。

本学の図書館の利便性

大阪樟蔭女子大学の図書館では、インターネットを

通じて図書館からのお知らせや予約・貸出資料の確認

ができる“マイライブラリ”というサービスや、様々

な図書を具体的に紹介してある“学生選書ツアー”や

“図書館ぶっくにゅうす”などがあり、気軽に利用し

やすい工夫が施されている。

毎日のように通い、自宅の次に多くの時間を過ごす

大学の中の身近な場所に図書館があることは恵まれて

いる。今さらながら、大学４年間にもっと多くの本を

読んでおけばよかった…とつくづく思っている。特に

学生の間は自由な時間がたくさんある。その時間をア

ルバイトや遊ぶことばかりに費やすのではなく、たま

には読書に当ててはどうだろうか。きっと自分自身の

中で何かが変わるきっかけになると思う。

浮き世離れした夫の著作

私事で恐縮だが、近頃夫が本を書いた。私たちは専

門が違うので、普段はお互いの領域には立ち入らない

のだが、本を一冊書き上げたとなれば、話は別だ。気

になって読んでみた。身びいきかも知れないが、結構

面白く書けている。毎日原稿に向かって、悪戦苦闘（？）、

とまではいかないにしても、何やら唸っていた日々が

思い起こされ、感慨深かった。

でも、ここでは終われないのである。やはり研究者た

る者、他人にその研究価値を評価されなければ意味が

ない。まして私達は夫婦である。本を買って貰わなけ

れば家計が潤わない。ところが夫は学者特有の浮世離

れした現実感覚の持ち主で、こういう場合ちっとも役

に立たない。ここは妻の私が頑張らなくては、と考えた。

本誌で夫の著書の宣伝は妻の役目

そこでこの原稿の依頼を受けた時、密かに本の宣伝

を企んだ。とりあえず図書館へ赴き、蔵書検索で確認し

てみた。しかし夫の専門分野は、当大学学科の参考には

ならないらしく、残念ながら入っていなかった。少々気

落ちしたが、想定内だったので諦めもついた。ならば、

と国会図書館（PC画面から検索できる）のデータベー

スにアクセスした。とにかくすべての出版物を集める

ことを義務にしている図書館である。ないはずがない。

だが有名な「忠臣蔵」という史実が題材なので、似た物

がズラっと並び、探し出すのは困難だった。もう少し特

徴のある題にすればいいのに、とボヤきながら、副題を

思い出そうとしたが、今度は私が忘れてしまっていた。

だが、著者名で絞り込めると気が付き、夫の名前を打ち

込んだ。これで確実に探し出せる、と思いきや、“該当

なし”という返答。さて、一体どうやったら本は見つか

るのか、と不安になった。後から思い出したのだが、

夫は本名だと売れないかも知れない、となぜか考えて、

「乗附
のつけ

久
ひさし

」というペンネームを使ったのだ。その名で

検索すると、やっと本にたどり着くことができた。や

れやれ良かったわ、と思う反面、妻が忘れるぐらいな

のだから、本名にした方がよっぽどすっきりして良かっ

たのではないかしら、と思った。『こんな調子で、本

当に本が売れて、家計は助かるのかしら？』と心配に

思う方は、是非、夫の本を買って下さい。

学生生活と図書館

大学院人間科学研究科人間栄養学専攻２回生

藤
ふじ

本
もと

瞳
ひとみ

夫の本を買って下さい

大学院人間科学研究科臨床心理学専攻2009年修了

宇
う

治
じ

和
かず

子
こ
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皆さんは携帯小説を読んだことが

ありますか？

携帯小説の魅力と書物との違い

携帯小説の中でも特に有名な「恋空
こいぞら

」は、携帯小説

の流行をつくった作品で、ニュースなどで取り上げら

れることにより人気沸騰し、この話が映画化やドラマ

化したことは有名ですよね。実際、私も「恋空」を読

んだことがありますが、今までの恋愛小説とは違った

気持ちになったことを覚えています。

そこで、なぜこんなに人気が出たのだろうと思い、

考えた結果、二つの理由があると思いました。ひとつ

は、いつどこにいても気軽に読むことのできる利便性

です。携帯小説は、その名の通り携帯で読める小説。

ちょっと時間が空いたときに見ることができ、携帯に

ダウンロードするだけで書店に行かなくても小説が読

めるという新しい小説の買い方が現代の社会にマッチ

したことがその理由と考えられます。そしてもう一つ

の理由は、携帯必需社会であること。携帯電話は今で

は必需品となり、携帯は財布と同じぐらい大事なもの

となっている現代社会。そんな携帯だからこそ、携帯

で小説を読めることは画期的であり、メールのような

文章体が現実的で若者を中心に人気が出たことが要因

の一つではないかと思いました。

図書館空間へのインテリアの工夫

このような現代で、携帯小説に負けない本の魅力を

アップさせるためにはどうしたらよいかと考えた結果、

最近の雑誌に見られるような付録をつけること。ちょっ

とした付録が付いていると買ってみようかなと思う事っ

てありますよね。また、書店や図書館のインテリアの

工夫。図書館は静かで落ち着ける空間ですがちょっと

暗いイメージがあることから、もっと外の緑や風、光

を取り入れた明るい図書館づくりや、図書館にカフェ

を併設させるなどの工夫が、図書館だけでなく本への

興味にも影響し、本離れを回避するきっかけになるの

ではと思いました。このようなちょっとした工夫が本

への魅力をアップさせるのではないかと思いました。

絵本を読む楽しさ

文芸作品には、小説･随筆･評論･絵本といろんな種類

のものがありますが、その中で私は、最近特に絵本に

興味を持っています。子供のころは、絵本は短い文章

で読みやすく、カラフルな色彩を楽しんでいました。

学生になって、新たに絵本を読んでみると、絵本で

作者が伝えたかったメッセージは何かとか、この本を

読んで他の人はどのように解釈するのだろうかとか考

えて何度も読み返すことが多くなりました。絵本を読

んで、小さい頃と変わらないことは、はっきりとした

色を使いインパクトのある絵を楽しむことです。

最近、先生に紹介してもらった『じぶんだけのいろ』

という絵本を読んだ時はすごく衝撃をうけました。

その本の内容は、一匹のカメレオンが行く先々で色

が変わり、自分だけの色がないと一匹で悩んでいまし

た。ある日、年上のカメレオンと出会い共に生活して

いくうちに、自分には色がないのではなく、色が変わ

るのが自分なんだと納得し、自分に自信を持つことが

できたという内容でした。

『じぶんだけのいろ』を読んで考え

つまり、この絵本のテーマは自我同一性（自分は何

者であり、何をすべきかという個人の心の中に保持さ

れる概念）だと私は思いました。

この絵本に衝撃を受けたのは、私の中で自我同一性

という言葉は難しく、単純に表現できないと思ってい

たのが、たった何行・何分で読み切れる絵本で、自我

同一性を表せたことです。この絵本は、主人公が出し

た結論や行動に移したことの理由については書いてい

ないと私は思います。その理由を考えるのが、絵本を

描いた作者のねらいであって、読み手の楽しみである

事に気がつきました。絵本はストレートな表現だから

こそ伝わってくるものが多いのです。

夏休みに入ってから、図書館で『じぶんだけのいろ』

を何度も読みました。自我同一性というテーマをもと

に読んでいくと、場面・場面でのカメレオンの気持ち

の変化がおもしろいと感じるようになりました。

図書館には、他にもいろんな絵本が置いてあります。

私の文章を読んで、絵本に興味をもった方や、読書を

したいけど長い文章は苦手といった方はぜひ絵本を読

んでみてください。図書館に行けば、いろんな本との

出会いがあり、読書を心から楽しめるはずです。

絵本の世界

短期大学部人間関係科２回生

福
ふく

井
い

千
ち

賀
か

携帯小説と本

学芸学部インテリアデザイン学科４回生

田
た

川
がわ

景
けい

子
こ
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私にとって読書はなくてはならないものです。中学

生のころから小説を買いはじめました。初めは、少女

小説から読み出し、今では気に入った内容の小説なら

何でも読みます。

漫画ももちろん読むけれど、図書館に週１回のペー

スで通っています。近所の図書館は比較的小さめなの

で所蔵している本の数は大きいところより格段に少な

いけど、今は市内の市立図書館間で相互貸借のシステ

ムがあるのでとても便利です。そのため、近所の図書

館に無くても市内の図書館にあれば、予約をして読む

ことができます。１年のときに授業で、図書館が有料

になるかもしれないときいたけど、私はそれでも図書

館に通いつめるかも知れないと思います。図書館にあっ

ても自分が気に入った本などは、自分で買っています。

私にとって「読書」とは

人間科学部心理学科４回生

中
なか

野
の

有
ゆ

雅
か

医科大学保健学部の図書館

みなさん、こんにちは。

私は、以前樟蔭の大学図書館に勤務していまし

た。子育ての間、一旦図書館からは離れていまし

たが、現在は某県立医科大学保健看護学部の図書

館に勤めています。

看護系専門図書館ということで、皆さんが利用

する大学図書館とは少し違いがあるかもしれませ

んのでご紹介しましょう。

当館のサービスの対象は、教職員・学部学生・

院生・助産専攻科学生及び附属病院職員と幅広く、

また学外からの医療関係者は、県内はもとより他

府県からの利用も含め年間約1000人程の方が来館

されます。

学生は１年生から利用も多く、病院や地域での

実習、看護研究、国家試験と、学生生活において

図書館は切り離せないものになっています。

疾患名から判断できる闘病記コーナー

疾患についての知識や患者様の心理を理解する

ための手助けとなる闘病記をまとめ,タイトルか

ら分かりにくい疾患名も背ラベルから判断できる

ようにした“闘病記コーナー”を設けています。

最近、看護研究がさかんに行われるようになり、

先行研究を調べるなどの文献検索が欠かせないも

のになっていますが、医学･看護分野での電子ジャー

ナルの普及がめざましく、論文データベース（医中

誌Web･CINAHL/MEDLINE･PubMed･CiNii･

メディカルオンライン等）を使用して文献検索を

しながら、外部リンクされている文献を入手でき

るようになってきています。

看護師･保健師を目指す学生のために

閲覧室カウンターでの応対やレファレンス業務

を通じて看護師・保健師を目指す学生の皆さんや

看護にかかわる人々から真摯さ、看護研究の重要

性、看護の奥深さを感る毎日です。微力ですが、

図書館員として医療に携わる方のお役にたてるこ

とを私の日々の喜びとしています。

（図書館学を学んでいる学生さんへ： 下線部

に興味があれば調べてみて下さい）

学芸学部国文学科1974年卒業

内
うち

原
はら

佳
か

代
よ

１冊の本を何度も読み返したりします。暇があれば、

本を読んでいます。妹も本が好きでいろんな本を２人

で買っているので、家には沢山の本があります。沢山

あるので、１度読んだ本でも飽きずに読むことができ

ます。

最近は、パソコンや携帯でも電子書籍として本を読

むことができます。けれど、私は紙の本のほうが好き

です。もちろん電子書籍も悪くはないと思いますが、

なんとなく紙のほうが安心します。ページを捲って読

んでいくのがとても楽しいです。最近の子供は本をあ

まり読まないと聴いているけど、本を読む楽しさを皆

が感じてほしいなと思います。そして、本を好きになっ

てほしいと思います。

本を読んでいると時間を忘れて、没頭してしまいま

す。本が無くては生きていけないと思うくらい本が好

きなので、本が無い生活は考えられません。いつか、

本だけの部屋を作るのがちょっとした夢です。今でも

半ば、本に囲まれて生活しているようなものだけど、

もっと沢山の本に囲まれて生活したいと思います。
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図図書書館館のの蔵蔵書書にに学学生生諸諸姉姉ののごご希希望望をを反反映映すするるたためめ、、今今年年度度２２回回のの

選選書書ツツアアーーををジジュュンンクク堂堂書書店店大大阪阪本本店店ににてて開開催催いいたたししままししたた。。

第第１１回回６６月月1144日日（（土土））にに小小阪阪、、関関屋屋両両キキャャンンパパススああわわせせてて1111名名参参加加

でで227700冊冊をを購購入入しし、、第第２２回回はは1100月月2255日日（（土土））にに小小阪阪キキャャンンパパススのの学学

生生ののみみ９９名名のの参参加加でで110066冊冊のの本本をを購購入入ししままししたた。。

参参加加者者はは楽楽ししげげにに、、ししかかししななががらら学学生生のの代代表表ととししてて選選書書ししてていいるる

ののだだとと感感じじななががらら、、本本をを選選んんででいいたたよよううでですす。。選選書書をを終終ええたた参参加加

者者たたちちのの顔顔ははととててもも満満足足ししてていいるるよよううででししたた。。

選選書書さされれたた本本はは、、ツツアアーーのの参参加加者者にに作作っっててももららっったたポポッッププととととももにに両両キキャャ

ンンパパスス図図書書館館でで展展示示いいたたししままししたたがが、、ややははりり学学生生自自身身がが選選んんだだももののはは、、

ほほかかのの学学生生ささんんににもも好好評評でで、、本本屋屋ささんんでで本本をを選選んんででいいるるよよううにに、、２２冊冊３３冊冊とと借借りり

てていいくく姿姿もも見見らられれままししたた。。

ままたた、、今今後後もも続続けけるる予予定定でですすののでで、、機機会会ががああれればば、、ああななたたもも参参加加ししててくくだだささいい。。

２・３年前でしょうか。選書ツアーについて書かれた新聞記事を目にしたことがありまし

た。記事の詳細は覚えていませんが、図書館に入れる本を自分で選べるなんて単純な羨まし

さと、学生が本棚の前で本を手にしている写真が載っていたのは記憶しています。

当日までにある程度選書する本の候補を決めていたものの、いざ本を前にするともっとい

い本があるんじゃないか、もっといろんな分野の本を入れたほうがいいんじゃないか、など

と思うようになり、店の中を始終ウロウロ。何十冊と入ったかご片手に歩き回りました。

ここで私が選んだ本の中から２冊紹介したいと思います。まずは『裸者と裸者』。治安の

悪化を辿る「応化」の日本。妹のメグと弟のリュウを養うため、学校にも行かず働く長男・

海斗、７歳。しかし、ある日拉致され軍に身を置くことになった海人は、生きて帰るため銃

を持つことに……。続編に『愚者と愚者』も発売されていますが、07年に著者・打海文三氏

が逝去されたため、その先を読めなくなったことが残念で、いっそ出会わなければよかった

とさえ思った印象深い本です。

２冊目に紹介するのが、高
たか

田
だ

崇史
たかふみ

氏の「QEDシリーズ」。ミステリものであるものの、探

偵役になるのが薬剤師（しかも髪がボサボサで趣味が寺社巡り、そしてやたらと酒にも詳し

い）。とにかくメインの登場人物が濃く、また歴史上の謎（例えば百人一首に籠められた呪

い）も解明されていくのが特徴でしょう。因みに、図書館にはないのですが別作品の「千
ち

葉
ば

千
ち

波
なみ

シリーズ」もお勧めです。

自分の選んだ本が図書館に並び、多くの人の手に取られる。これはきっと今しか出来ない

体験でしょう。だからこそ経験できたことを嬉しく思います。ジュンク堂の本店だけあって

お店の広さに、本の量に興奮しつつも選書の難しさを感じた１日でした。

学芸学部国文学科４回生 藤原
ふじわら

祥子
さちこ
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著者は中２の１学期終業式直後に

家財一切が差し押さえられて一家

は離散、公園でホームレスに…。

幼少期から、芸人としての相方・

川島明と出会うまでの「自叙伝」

2008年4月から2009年2月までの貸出人数に基づいたランキングです。

（講義のテキストとして指定されているものは除外しています。）

「このよでいちばんすきなのは／

おりょうりすることたべること」

野鼠ぐりとぐらは拾った卵で大き

なパンケーキを焼き、森の仲間と

食べたあと、卵の殻は捨てずに…

シリーズ全４冊の第１作。メディ

アの「良化」と、表現の自由に由

来する「図書館の自由」が対立し

銃撃戦と法制度で争うようになっ

た近未来の日本が舞台の恋愛小説

盆休明けに配属された派遣社員の

秋葉は、不倫関係となった主人公

に殺人事件の容疑者だと明かす。

春、時効を迎えた０時すぎ、彼女

は15年前の出来事を語りだす…

東京・台東区に暮らす主人公を39

歳の姉と無口な娘が訪ねてきた３

日間のお話。全編を通じて大阪弁

だらけ。歌手でもある作者は、2008

年に本作で芥川賞を受賞

「基本操作」「プログラム」「トラ

ブル・故障したときは」と、章立

ては恰もパソコンの操作入門書。

最後の章には有名な物語の主人公

をＡ型にしたシミュレーションも

順位 書 名 著者名

１ 夜明けの街で 東野圭吾 著

２ 乳
ちち

と卵
らん

川上未映子 著

２ Ａ型自分の説明書 JamaisJamais著

２ Ｂ型自分の説明書 JamaisJamais著

５ ホームレス中学生 田村裕 著

６ ぐりとぐら（こどものとも傑作集：21） なかがわりえこ 著／おおむらゆりこ 絵

７ 図書館戦争 有川浩 著／徒花スクモ イラスト

８ 人のセックスを笑うな（河出文庫） 山崎ナオコーラ 著

９ 源氏物語４（日本古典文学全集：15） 紫式部 著／阿部秋生、秋山虔、今井源衛 校注・訳

10
超速マスター! Eメール・履歴書・
エントリーシート成功実例集 '09年度版

細田咲江、上田晶美 著



2008年度の受入冊数（購入などにより新たに蔵書とした冊数）と貸出冊数の分野別割合です。一昨年度・昨年

度と23%前後だった社会科学が13%台まで低下し、総記（情報科学、図書館学、叢書など）が6.5％、歴史・文学

が2.7%増加しました。“その他”には旅行ガイドブックや文庫本、資格・就職関係、視聴覚資料などが含まれ、

貸出冊数の約４分の１を占めています。

分分
野野

別別

年年 度度 推推 移移

2008年度
図書館統計

入館者数は昨年度よりやや少な目に推移し、関屋館で減少を続けています。ただし、学生数が昨年度比93.7%

（小阪97.7%・関屋84.0%）であるため、実質的には昨年度並みといえます。貸出冊数のうち学生の割合は72.4%

（昨年度77.7%）で、学生一人あたりでは5.9冊台（昨年度6.12冊）となる見込みです。

（入館者数・貸出冊数は2008年４月から2009年２月末日までの合計）
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編集後記

『こかげ』第３号が上梓されました。今号の特徴は、自然科学系の先生方に執筆を依頼したことと、

第２号で掲載された「自著を語る」が２編に増えたこと、そして、「選書ツアー」の企画の実施報告で

す。そして、今号においても、大学院生や学生の皆さんの積極的な寄稿や投稿の興味深い文章やイラス

トがにぎやかに誌面を飾り、内容豊富な『こかげ』となりました。石川義之館長はじめ執筆の皆々様に、

心より御礼申し上げます。 （図書館報編集委員長 心理学部臨床心理学科教授 鳥山平三）

インテリアデザイン学科のガーデニング演習で小阪図書館長瀬川沿いに花壇ができました。この館報

で中も外も変わりゆく図書館を感じていただけたでしょうか。

（図書館・中井康子）

前号に続いての編集委員も今号で最後です。創刊号が12Ｐで、４Ｐずつ“肥えて”きました。次号が

何Ｐになるのか実に楽しみです。 （図書館・糸野泰輔）

訃 報

1976年４月から９年間図書館長を務められた木村三四吾名誉教授が2008年４月９日亡く

なられました。先生は内には蔵書の充実に、外には図書館建設に尽力されました。

ご冥福をお祈りいたします。




